数学科学習指導案

平成　年　月　日（　）第　時限

指導者　　　　　　　教師

実習生　　　　　　　

場　所　　　　　　　教室

１．単元名　「文字の式」

２．単元について

（１）単元観

小学校では数量の関係を数の式や言葉の式で簡潔に表すことや、式の意味をよんだりすること、公式を用いることができるようになっている。また、簡単な式で表されている関係について、その関係の見方や調べ方を学び、比例などの学習を通して、式で表現することにふれている。たとえば、（長方形の面積）＝（縦の長さ）×（横の長さ）のような言葉の式で表したり、加法・乗法の交換法則や結合法則、分配法則などを○、□、△などを用いて式で表したりしている。しかし、小学校では文字式については学習していない。
　本単元では、数量やその関係・法則を文字を用いて式に表現したり、式を計算したり、式の意味をよみとったりして文字を用いることのよさを学習する。

　式の計算は、１年次では１元１次方程式を解くのに必要な程度の計算を扱い、２年次、３年次と上級学年に進むにつれて、より複雑な式の計算を扱っていくようになる。また、本単元の学習は、既習の正負の計算や代数和の考え方とも密接な関連があり、この後の１次方程式の学習に利用されることになる。
（２）生徒観

男子１７名、女子１５名、計３２名のクラスである。生徒は全体的におとなしく、授業も真面目に受けている。しかし、授業に対して全体的に受動的であるため、友達や教師の話や意見を熱心に聴く態度を生かして能動的に授業に取り組ませたい。そのため挙手を促したり、声かけをしたりしながら積極的に授業に参加させるような指導をしていく。

（３）指導観

ここでは、生徒がより簡単に問題を解決できるように、文字や文字式を利用できる生活上の身近な話題から文章問題を取り上げるようにする。また、未知数や数量を小学校で学んだ○、□を用いて表した後、その代わりに文字や文字式を使うということを自然に慣れさせていく。

３．指導計画（１２時間）
　（１）文字を使った式　　　　　　　　　　　　６時間

① 数量を文字で表す　　　　　　　　　　　２時間←本時（１／２）
② 文字式の表し方　　　　　　　　　　　　３時間

③ 式の値　　　　　　　　　　　　　　　  １時間

　（２）文字式の計算　　　　　　　　　　　　　５時間

① 一次式とその項や係数　　　　　　　　　１時間

② 加法と減法　　　　　　　　　　　　　　１時間
③ 乗法と除法　　　　　　　　　　　　　　１時間

④ 加減乗法の計算練習　　　　　　　　　　１時間

⑤ 関係を表す式　　　　　　　　　　　　　１時間
　（３）章末問題・まとめ等　　　　　　　　　　１時間

４．指導目標

　（１）単元目標
· 文字式を用いることの意義を理解する。

· 文字式における積や商の表し方を理解する。

· 文字式を用いて数量の関係や法則を式に表現したり、式の意味をよみとったりすることがであきる。
· 代入、式の値の意味を理解し、簡単な式の値を求めることができる。
· 項、係数、１次式の意味を理解し、簡単な１次式の計算ができる。
　（２）評価基準

① 文字の使用に関心を持ち、数量を文字を使って表すことに進んで取り組もうとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【関心・意欲・態度】

② 文字式の計算の特徴を理解している。　　　　　　　　　　　　【知識・理解】
③ 文字式の計算が手際よくできる。　　　　　　　　　　　　　　【表現・処理】
④ 文字や文字式を用いることの意味とその必要性を理解している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　【数学的な考え方】
　（３）本時の目標
· 簡単な数量を文字式を使って表すことができる。　　　 　　　　【表現・処理】
· 具体的な場面を通して、数の代わりとしての文字の意味を理解する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　【数学的な考え方】
　（４）展開

	段階
	学習指導内容
	学　習　活　動
	留意点（◇）／評価（◆）
	時間

	導入
	○文字の導入。

	○“文字”と聞いて何を思い出すか考える。
予想される生徒の解答
・漢字
・ひらがな

・カタカナ

・アルファベット　　など

	◇生徒を指名し答えさせる。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

	5
分

	展開１
	○数量を文字を使って表す。

	○画用紙の枚数とマグネットの個数の変化を調べる。
◇実験◇

　画用紙を、その一部が重なるように横に並べてマグネットでとめます。マグネットが何個必要かしらべよう！


	◇新しいことをやっていくので、はじめの話を難しそうなことをやるという印象を持たせないように“実験”と称して画用紙の枚数とマグネットの個数の関係を調べる。

◇画用紙が３枚のときは教師が説明し、生徒がこれからどのような作業をするのか実演してみせる。
◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】
	25分

	
	
	問題　
画用紙が４枚、５枚、６枚のとき、マグネットは何個必要かしらべよう！

○画用紙の枚数とマグネットの個数の関係を考える。


	◇机間指導を行う。できているかをチェックし、つまずいている生徒にはヒントを与える。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

◆説明を参考にしながら問題が解けるか。

【知識・理解】
　【表現・処理】
◇答え合わせ。挙手をさせ生徒に黒板で答えさせる。（なければ挙手を促す。それでもなければをする。）
◇画用紙が４枚のときの考え方と表し方を教師が説明し、５枚、６枚、７枚のときはどのようになるのか生徒に考えてもらう。
◇机間指導を行う。できているかをチェックし、つまずいている生徒にはヒントを与える。
	

	
	
	○数量を文字を使って表す。
問題　
画用紙が２０枚のとき、マグネットは何個必要でしょうか？


	◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

◆説明を参考にしながら問題が解けるか。
【知識・理解】
　【表現・処理】
◇答え合わせ。挙手をさせ生徒に答えさせる。（なければ挙手を促す。それでもなければ指名をする。）
◇画用紙が枚数５、６、７のかわりに文字ａを使い、画用紙がａ枚のときのマグネットの個数を求める式の表し方を説明する。このとき、小学校の時代に学んだわからない数量を○や□を用いて表すことと関連づける。
◇先ほど求めた画用紙ａ枚のときの式を利用して、画用紙が２０枚のときのマグネットの個数を求める。
◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

	

	
	
	
	◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】
◇文字式で求めたマグネット個数が実際に合っているか図で確認する。
	

	展開２
	○いろいろな数量を文字を使って表す。
	○例１、例２を考える。

例１　個数と代金

１個ａ円のパンを１２個買ったときの代金は、

（１個の値段）×１２

だから

ａ×１２（円）
例２　等分

長さｘｍのテープを５等分するとき、１つ分の長さは

（テープの長さ）÷５

だから

ｘ÷５（ｍ）
○問１を行う。

問１
（１）１冊ａ円のノートを７冊買ったときの代金
（２）１個１３５ｇのボールをｂ個と７００ｇのバット１本の全体の重さ

（３）周の長さがｃｃｍの正三角形の一辺の長さ

	◇生徒を指名しながら、みんなで例を考えていく。そして、文字を使ってどのように数量を表すのかを理解する。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】
◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】
◇机間指導を行う。できているかをチェックし、つまずいている生徒にはヒントを与える。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】


	15分

	
	
	
	◆例１、例２を参考にしながら問題が解けるか。
【知識・理解】
　【表現・処理】
◇答え合わせ。挙手をさせ生徒に答えさせる。（なければ挙手を促す。それでもなければ指名をする。）
	

	まとめ


	○本時の学習内容の内容を振り返り、次回の予告をする。


	○いろいろな数量を文字を使って表すことや文字の働きについて確認する。


	◇文字を用いることの意義とその必要性を確認する。
◆文字の働きを理解しているか。

【知識・理解】
	5
分


